
平成26年度公共事業再評価調書 担当課名　 砂防課

工事着手年度

(1)事業目的

(2)事業内容

横ボーリング工　延長2,230m 水路工　延長660m

集水井　2基 集水ボーリング工　延長900m

(1)事業を巡る社会情勢等の変化

(2)事業の投資効果

投資効率（費用対効果） ： 4.44

総便益 ： 990 （百万円）

総費用 ： 223 （百万円）

(3)事業の進捗状況

事業費ベース進捗率（H26まで） ： 51.0% (104百万円/204百万円）

事業量進捗率（H26まで） ： 79.4% （1,771m/2,230m）

水路工 57.7% （381m/660m）

集水井 0% （0基/2基）

評価

評価

(1)対応方針案

本事業を（　継続　・　見直し後継続　・　中止　）する。

(2)理由

【視点３】 　地質調査と設計の段階で適切な再検討を行うことにより、集水井工を計画していた箇
所を横ボーリング工に変更するなど、対策工工種や施設規模等の最適化を図り、今後の
維持管理を含めたトータルコストの縮減と事業効果発現に対応していく。

横ボーリング

事　業　名

箇　所　名

事業採択年度

用地着手年度

再評価理由※

全体事業費

平成２２年度

資料3(様式１)

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない

掛川市

事業主体

関係市町村

H26年度見込

平成２４年度

投資状況
（百万円） 104

【視点１】

事業の進捗

必　要　性

　対策工施工ブロックでは、地下水位が低下していることから、事業効果を発揮してい
ることが確認できている。今後、他ブロックにおいても、残事業を施工することで地下
水位の低下が図られ地すべり活動の抑制が見込まれる。

204

百万円

の見込み

対応方針案

事　　業

【視点２】

概　　要

新たなコス
ト縮減・代
替案立案等
の可能性

今　後　の

　地すべり防止施設の設置により、住宅、河川及び道路等の公共施設について地すべり
による災害を防止し、住民の安心・安全な生活基盤の確保を図る。

　本事業は、住民の生命財産、普通河川などの公共施設を保全する事業で、住民の生活
に密着しており、アンケート結果からも住民の関心は高く事業に対する期待も大きい。
　先行して対策工を実施してきたCブロックについては、地下水位の低下が確認されるこ
とから、地すべり活動は沈静化傾向にある。今後も横ボーリング工、水路工等により地
下水等を排除することで地すべり活動の沈静化が見込まれる。

～H24年度 計H25年度

番号 11

地すべり対策事業

上西
かみにし

之
の

谷
や

静岡県

事　業　の

　本地区は、平成19年7月の台風に伴う豪雨による法面崩壊の発生や、人家や擁壁にひび
割れが見受けられるなど地すべり活動が確認されることから事業着手した地すべり防止
区域で、保全対象は、人家13戸、市道2,950m、河川2,700mとなっている。
　また、事業箇所の北部にある人家16戸は、保全対象である市道を生活道路として利用
しており、地すべり発生の際には孤立化が想定される。

平成２２年度　～　平成２９年度計画期間

事業採択後５年間が経過した時点で継続中の事業

27 2057

平成２４年度
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総括表

総便益

[地すべり対策事業を実施しない場合の被害額]－[地すべり対策事業を実施した場合の被害額]

年平均被害軽減期待額を評価対象期間５８年（整備期間８年＋耐用期間５０年）について累計する。

ただし、年平均被害軽減期待額は算出基準年（平成25年）に基づくデフレーター及び社会的割引率

（年4.0％）で現在価値化したものとする。

便益計　＝　Σ年平均被害軽減期待額／（1＋0.04）n

　　　　　　＝　990百万円

※年平均被害軽減期待額：地すべり防止区域内で毎年発生する補修費（地すべり直接被害区域内資産の１％）と、

地すべり発生の生起確率（１/50）を被害軽減額に乗じた合計。

※整備期間中の被害軽減額は、事業費に比例して発生するものとする。

総費用

[建設費]＋[評価期間内に必要な維持管理費]

各年次の建設費と維持管理費（建設費の１％）を評価対象期間５８年（整備期間８年＋耐用期間５０年）

について累計する。

ただし、各年次の建設費及び維持管理費は算出基準年（平成25年）に基づくデフレーター及び

社会的割引率（年4.0％）で現在価値化したものとする。

費用計　＝　Σ年間建設費／（1＋0.04）n　＋　Σ年間維持管理費／（1＋0.04）n

　　　　　　＝　223百万円

※整備期間中の維持管理費は、投入済建設費に対して発生するものとする。

Ｂ／Ｃ 4.44

費用対効果算出説明書

「上西之谷」地すべり
　（「地すべり対策事業の費用便益分析マニュアル（案）」国道交通省　水管理・国土保全局　砂防部）

総便益Ｂ [事業を実施しない場合の被害額]－[事業を実施した場合の被害額] 990百万円

総費用Ｃ [建設費]＋[評価期間内に必要な維持管理費] 223百万円
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【事業概要】

(1)事業目的

地すべり被害保全対象

【人家・公共施設】
人家等13戸
西之谷公民館
上西之谷公会堂

【道路】
市道居尻西之谷線ほか

【河川】
二級河川太田川水系
原野谷川支川西之谷川

市道居尻西之谷線

準用河川西之谷川

地すべり防止施設の整備を行う
ことにより、人家、河川及び道
路等の公共施設について地すべ
りによる被害を低減し、住民の
安心・安全な生活基盤の確保を
図る。

地すべり防止区域

地すべり被害区域

N

A

B

C

D
E1

E2

F1
F2

F3

F4

G1

G2

G3H

上西之谷地区
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【事業概要】(2)事業内容

Cブロック（対策中）

施工済

Ｈ２６施工

Ｈ２７以降

凡 例

A

B

C

D

E1

E2

F1
F2

F3F4

G1

G2G3

H

F2ブロック
平成26年度～28年度

Cブロック
平成22年度～27年度E2ブロック

平成27年度～29年度

上西之谷地すべり防止区域
Ａ＝２６．２２ｈａ

井 井

＜凡例＞ 例

集水井工

横ボーリング工

井

地すべり防止区域

その他のブロックは将来計画

事業計画 横ボーリング工 2,230m

水路工 660m

集水井工 2基

集水ボーリング工 900m

施工済＜Ｃブロック＞

横ボーリング工 1,568m

水路工 99m

H26施工 横ボーリング工 203m

水路工 282m
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N

F２ブロック

Ｅ２ブロック

地すべり防止区域

①道路の山留擁壁が10cm押し出される

②ふとんかごのせり出しで側溝が破損

③Ｃブロックの保全対象家屋

【視点１】事業の必要性
(1)事業を巡る社会情勢等の変化

住民の安心・安全な生活基盤の確保

保全対象家屋

公益施設

道路

河川

Ｃブロック

③

②

①

10cm
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・地すべり観測により沈静化傾向を確認
H24→H25の地下水位観
測の結果、地下水位の
低下傾向がみられる。

対策工が地すべり要因
となる地下水の排除に
寄与している。

【視点２】今後の事業の進捗の見込み

施工済

Ｈ２６施工

Ｈ２７以降

凡 例

H24施工

H24施工

H25施工 BV-1’

BV-2’

H25

H24H23H22

＜凡例＞
BV-1’
BV-2’

BV-2’
水位低下約3.2m

BV-1’
水位低下約1.2m

横ボーリング工の集水状況
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